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燃料消費量と排出量
ポルシェ マカン T：
NEDC：燃料消費は市街地で 10.8 l/100 km、郊外で 7.6～7.5 l/100 km、複合で 8.8～8.7 l/100 km。Co2 排出量は複合で 200 g/km
WLTP：燃料消費は複合で 10.7～10.1 l/100 km。CO2 排出量は複合で 242～229 g/km
すべての記載は EU モデルに関します。
燃料消費値と CO2 排出値は新しい WLTP 測定法により測定されています。当面の間、そこから換算された NEDC 値が記載されることになります。新型乗用車の公式の燃料消費量および公式の固有 CO2 排出量に関する詳細情報は、すべての販売店および DAT で無料配布されている「新型乗用車の燃料消費量、CO2 排出量、電力消費量についてのガイドライン」を参照してください。
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T で初めての 4 ドア車
「Touring」を表す「T」を持つポルシェ初の 4 ドア車である新型マカン T は、的確なチューニング、エクスクルーシブな装備、そして軽量エンジンによって、非常にスポーティな走行体験を提供します。
フロントアクスル上の軽量構造
最高出力 195 kW（265 PS）の 2 リッター 4 気筒ターボエンジンは、フロントアクスル上に配置された軽量エンジンであり、マカン T に高い発進性能と優れたコーナリングの俊敏性を提供します。
ダイナミックなセットアップ
特別にチューニングされた PASM 付きスチール製スプリングサスペンション（15 mm の低車高設定を含む）ならびにダークチタンの 20 インチマカン S ホイールが高いドライビングダイナミクスを実現します。
アゲートグレーのアクセント
アゲートグレーメタリックで塗装されたモデル固有のエレメントがスポーティな外観を強調します。フロントエンド、スポーツデザインのドアミラー、サイドブレード、ルーフスポイラー、PORSCHE ロゴやモデル名も、それにふさわしいデザインになっています。
T 独自の雰囲気
インテリアにおけるモデル固有の装備特徴には、ブラックレザーパッケージおよび Sport-Tex ストライプ柄のシートセンターを備える 8-way スポーツシート、また、シートとステアリングホイールに施されたシルバーのコントラストステッチがあります。
スポーツ志向の標準装備
新型マカン T にはスポーツ志向の装備が標準で取り付けられていて、それには特にヒーター付きマルチファンクション GT スポーツステアリングホイールやスポーツクロノパッケージなどが挙げられます。
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ポルシェの人気モデルにマカン T が間もなく追加されます。これにより、これまで 911 と 718 モデルに付けられていた特別な頭文字が、初めて 4 ドアスポーツカーにも与えられました。ポルシェでは、特別なスポーティさを表現するものとして、T の文字が 1960 年代から使用されてきました。この文字は「Touring」を表し、的確なチューニング、エクスクルーシブな装備、スリムなエンジンによって特にスポーティな走行体験を提供するモデルに与えられます。1968 年のポルシェ 911 T の精神を忠実に受け継ぎ、新型マカン T では非常にダイナミックなセットアップと軽量 2 リッターターボエンジンが採用され、スポーティな外観とスポーツ性を強調した標準装備と組み合わされています。このコンセプトにより、マカン T はマカンとマカン S の中間に位置付けられます。
265 PS の 2 リッターターボエンジン：俊敏なパフォーマンスのための軽量構造
マカン T の 2 リッター直列 4 気筒ターボエンジンは、高い俊敏性、軽量性、コンパクト構造の組み合わせにより、パフォーマンスと重量の最適なバランスを提供します。マカン S および GTS の 2.9 リッター V6 ツインターボエンジンと比較すると、マカン T のパワートレインでは、フロントアクスルへの荷重が 58.8 kg も少なくなっています。これにより、高い発進性能と最適なコーナリング特性を実現しています。
車両コンセプトに適合した 195 kW（265 PS）の最高出力と 400 Nm の最大トルクは、大きなドライビングプレジャーを提供します。他のマカンと同様、エンジンは高速でシフトする 7 速ポルシェ ドッペルクップルング（PDK）および 4WD システムのポルシェ トラクション マネジメント（PTM）と組み合わされています。幅広いトルク範囲により、あらゆる走行状況で機敏な加速が可能です。マカン T は、ステアリングホイールのモードスイッチとスポーツレスポンスボタンを含むスポーツクロノパッケージを標準装備しており、静止状態から 100 km/h まで 6.2 秒で加速し、最高速度は 232 km/h に達します。
特別にチューニングされたシャシーと最低 15 mm の低車高設定
マカン T ではモデル独自に、標準装備のポルシェ アクティブ サスペンション マネジメント（PASM）付きスチールサスペンションと 15 mm の低車高設定が組み合わされています。フロントアクスルの剛性の高いスタビライザーおよび最適なチューニングにより、このスチールサスペンションは車両およびパワートレインと完璧に調和しています。これにより、特にダイレクトなステアリング特性ならびに敏捷なハンドリングが実現されます。
ポルシェ トラクション マネジメント（PTM）も同様に、マカン T の軽快な走行要件に合わせて調整され、特にリアに多く重量が配分されるように設計されました。さらに 4 気筒のマカンモデルで初めて、PASM およびさらに 10 mm の低車高設定を含むアダプティブ エアサスペンションがオプションで用意されています。同様に、オプションのポルシェ トルク ベクトリング プラス（PTV Plus）もマカン T のダイナミックな特性に合わせて調整され、ドライビングダイナミクスをさらにシャープなものにします。
エクステリアとインテリアのエクスクルーシブなディテール
マカン T では、フロント、サイド、リアのエレメントがアゲートグレーメタリックで塗装され、他のマカンモデルとの外観の違いを際立たせています。独自のコントラストカラーは、塗装されているフロントカバー、ドアミラー、サイドブレード、ルーフスポイラー、リアのロゴに用いられています。それぞれハイグロスブラックで塗装されたスポーツテールパイプとサイドウィンドウトリムも同様に標準装備です。サイドブレードには、ブラックの「Macan T」のロゴが入っています。マカン T には、専用にダークチタンで仕上げられた 20 インチのマカン S ホイールが装着されます。ボディカラーは、13 種類のソリッドカラー、メタリックカラー、スペシャルカラーから選択可能です。
マカン T は、インテリアでも独自の雰囲気を提供します。8-way 電動調節式のヒーター付きスポーツシートを標準装備し、専用カバーはブラックレザーパッケージがベースになっています。フロントシートと外側リアシートには、Sport-Tex ストライプ柄のシートセンターを採用しました。フロントのヘッドレストには、エンボス加工のポルシェクレストがあります。シート、ヘッドレスト、ステアリングホイールのシルバーの装飾ステッチは、エクステリアのコントラストカラーをインテリアに反映しています。
さらに標準装備には、ヒーター付きマルチファンクション GT スポーツステアリングホイールならびにダッシュボード上部に取り付けられたスポーツクロノストップウォッチも含まれます。エントランスストリップはブラックアルミニウム仕上げとなっており、「Macan T」のロゴが付いています。オプションで、カーボン仕様のカバー付き Race-Tex マルチファンクション GT スポーツステアリングホイールならびにイオナイザーが入手可能です。
さらにマカン T は、2021 年夏に改良されたモデルのあらゆる革新技術からも恩恵を受けています。これには特に、高級感のあるガラスルックとタッチセンサー面を備える新しいセンターコンソール、また、標準装備としての 10.9 インチタッチスクリーンとオンラインナビゲーションを含む完全ネットワーク化されたポルシェ コミュニケーション マネジメント（PCM）が挙げられます。
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[bookmark: _Toc97735395]フロントアクスル上の軽量構造
マカン T の俊敏性、ステアリング特性、ハンドリング、発進性能を向上させるため、ポルシェは特に軽量なドライブユニットを採用しました。新開発された 2 リッター 4 気筒エンジンは、すでにベーシックモデルで知られていますが、このスポーツカーメーカー初のツーリング SUV を駆動します。このコンパクトなアルミニウム製エンジンは、マカン S およびマカン GTS の 6 気筒エンジンと比較すると、フロントアクスル直上の重量を 58.8 kg も軽減しています。これにより、マカン T の重量配分が大幅に最適化されています。周辺機器の調整やモデル独自の装備によって、車両重量は全体で 95 kg も減少しています。
このターボエンジンは 195 kW（265 PS）の最高出力を発揮します。400 Nm の最大トルクは、1,800～4,500 rpm の幅広い回転数域全体にわたって最適に利用できます。標準装備のスポーツクロノパッケージのローンチコントロールにより、マカン T は静止状態から 100 km/h まで 6.2 秒で加速し、最高速度は 232 km/h に達します。
この 2 リッターエンジンは、350 bar の圧力で燃料を燃焼室に供給します。これにより、燃料がシリンダー内に理想的に分散して、最適な燃焼が可能になります。つまり、燃焼プロセス中に発生する煤粒子はわずかです。タイミングチェーンのインテリジェントな設計、また、特殊なピストンリングとそれに合わせて調整されたエンジンオイルの採用により、エンジン内部の摩擦が最小限に抑えられ、効率と音の快適性がさらに向上しています。
ポルシェは他のマカンと同様に、効率的な 4 気筒エンジンを 7 速ポルシェ ドッペルクップルング（PDK）に組み合わせています。標準装備の 4WD システムであるポルシェ トラクション マネジメント（PTM）はマカン T 専用に新たにチューニングされ、リアに多く重量が配分されるように設計されたため、運動性能がさらに最適化されています。軽量なドライブトレインと組み合わせることで、これまでのツーリングの価値に見合い、その要件を完全に満たす俊敏なドライビングフィールが実現されています。

[bookmark: _Toc97735396]シャシーと運動性能
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ポルシェ マカンは、そのセグメントにおいてスポーツカーとして位置付けられています。ポルシェはマカン T のこの位置付けを、駆動技術とシャシー技術のモデル独自の組み合わせによってさらに強化しています。4 気筒エンジン搭載のマカンとして初めて、15 mm の低車高設定とポルシェ アクティブ サスペンション マネジメント（PASM）を含むスチールサスペンションが装備されています。
シャシーは、マカン T およびその比較的小さいフロントアクスル荷重のために再度キャリブレーションされました。フロントアクスルの独自のチューニングと剛性の高いスタビライザーにより、ローリングが軽減され、ダイレクトなステアリングフィールが得られます。向上した俊敏性、軽快なハンドリング、そして大きなドライビングプレジャーを提供する一方で、マカン T の長距離走行時の快適性と日常利便性はまったく損なわれていません。
オプションで、PASM およびさらに 10 mm の低車高設定を含むエアサスペンションもマカン T に装備することができます。この組み合わせは、4 気筒エンジン搭載の T モデルにのみ提供されます。マカン T で採用するために、シャシーには特別な調整が行われ、フロントアクスルとリアアクスルに剛性の高いスタビライザーが配置されています。ノーマルレベルでもすでに、低くなった重心がドライビングダイナミクスに追加のメリットをもたらしています。スポーツプラスモードではボディがさらに 10 mm 下がり、パフォーマンスを最大化します。
新しいチューニングのポルシェ トラクション マネジメント
ポルシェ トラクション マネジメント（PTM）にもモデル固有のチューニングが施されています。ツーリングモデルのピュアな特徴をすべて備えられるように、マカン T には特にリアに多く重量が配分されるように設計された 4WD が採用されています。これにより、特にカーブの多い郊外の道路で走る楽しさが増します。また、特別にチューニングされたオプションのポルシェ トルク ベクトリング プラス（PTV Plus）がドライビングダイナミクスをさらにシャープなものにします。


[bookmark: _Toc97735398]デザインと装備
[bookmark: _Toc97735399]エクスクルーシブなエレメント                                                                              
モデル独自のデザインと装備のエレメントは、マカン T 特有の外観を強調すると同時に、モデルラインナップにおけるマカン T の位置付けを強調するものです。さらに、これまでマカン S とマカン GTS に提供されていた装備が追加されます。マカン T では、これら多数の装備が価格的にも魅力のある 1 つのパッケージにまとめられています。
マカン T のエクステリアは、アゲートグレーメタリック塗装でアクセントを付けた多数のエレメントが特徴になっています。これには、車両フロントのフロントカバー、サイドのスポーツデザインのドアミラー（V 字形ミラーベース付き）、そして、同じくアゲートグレーメタリック塗装のサイドブレード（グロスブラックの「Macan T」ロゴ入り）が該当します。リアのアゲートグレーメタリック塗装のポルシェロゴと同色塗装のモデル名も同様にマカン T 限定のアクセントです。ルーフスポイラーも同様です。さらにマカン T では、ハイグロスブラックのスポーツテールパイプとサイドウィンドウトリムも標準装備になっています。マカン T には、S モデルから引き継がれた 20 インチ軽合金製ホイールが装着されます。これは T 専用にダークチタンで仕上げられたものです。その力強い印象をさらに強調するのが、最低 15 mm の低車高設定です。
マカン T では、2 種類のソリッドカラー、8 種類のメタリックカラー、そしてスペシャルカラーのカーマインレッド、クレヨン、マイアミブルーが用意されています。さらに、ポルシェ エクスクルーシブ マニュファクチャーの「カスタムカラー」と「サンプルカラー」のプログラムもあります。ここでは、マリタイムブルー、スタールビー、ミントグリーンなど、ポルシェの歴代モデルで人気のあるカラーが提供されます。
特別なレザーパッケージを備えたインテリア
マカン T の車内にも、独自のエクステリアデザインの哲学が踏襲されています。インテリアでは、マカン T に用意されたアクセントと上位のモデルバリエーションの装備が組み合わされました。最大の特徴は、ブラックレザーパッケージをベースにしたマカン T のインテリアパッケージです。シート、ヘッドレスト、ステアリングホイールに、シルバーの装飾ステッチによる追加のアクセントが施されています。装飾ステッチにはエクステリアのコントラストカラーが使用されます。さらに、標準装備のスポーツクロノパッケージ用モードスイッチを含むマルチファンクション GT スポーツステアリングホイールには、ステアリングホイールヒーターならびにオプションでカーボン仕様のカバーも提供されています。ブラックアルミニウム仕上げのエントランスストリップには「Macan T」のロゴが付いています。 
マカン T のインテリアには、その他にもワントーンまたはツートーンのカラーで実装されるレザーパッケージがいくつかオプションで用意されています。さらにブラック（ハイグロス）、ブラッシュアルミニウム、カーボンなど、さまざまなインテリアパッケージが選択可能です。また、インテリアのパーツをボディカラーで塗装することもできます。
マカン T では 8-way 電動調節式スポーツシートが標準装備されますが、マカンとは異なり、フロントシートにシートヒーターが追加されます。ヘッドレストには、エンボス加工のポルシェロゴがあります。フロントシートと外側リアシートのシートセンターには、特にスポーティな印象を与える Sport-Tex ストライプ柄のファブリックが張られています。
タッチ面付きのセンターコンソールと完全なネットワーク化
マカン T は、2021 年夏に大幅改良された最新モデルの長所をすべて備えています。革新技術のハイライトは新しく設計されたセンターコンソールです。ここでは従来のスイッチの役割をタッチ面が担います。明確に配置された分かりやすい操作面は、15 mm 短くなった新しいセレクターレバーの側面に並んでいます。その下には、以前よりも容量が大きくなったオープントレイが配置されています。コンソールの上方には、ポルシェ コミュニケーション マネジメント（PCM）の心臓部である 10.9 インチフル HD タッチディスプレイがあります。
マカンはこの PCM によって完全にネットワーク化されており、携帯電話ネットワークに常時接続されていることになります。ここでは、ボイスコントロール、リモートサービス、Apple CarPlay と同様に、オンラインナビゲーションも標準装備に含まれます。オプション装備により、センターアームレスト下のトレイでスマートフォンをワイヤレス充電できるようになります。
My Porsche アプリに機能を統合
ポルシェはスマートフォン向けデジタルサービスを再編成し、多くのアプリ機能を 1 つのアプリに統合しました。My Porsche アプリは、車両およびブランドとユーザーを結ぶ中心的なインターフェースになります。このアプリは My Porsche Essentials、Connect アプリ、Car Connect アプリの役割を引き継いでいます。さらに数ヶ月後には、Porsche Charging や Porsche - Good to know アプリも統合される予定です。すべてのサービスと情報を 1 つのアプリにまとめることで、ポルシェのユーザーにとって取扱いが楽になり、最新のユーザーインターフェースからポルシェのデジタルワールドにスムーズにアクセスできるようになります。つまり、My Porsche はすべてのポルシェドライバーにとって多様なツールとなるのです。スマートフォンとポルシェモデルを接続すれば、車両の重要なパラメータをアプリで表示できるだけでなく、選択した機能のリモートコントロールとしてアプリを使うこともできます。加えて、このアプリはディーラーへの連絡やサービスの予約の際、また、車両に関する問い合わせがある場合にもドライバーをサポートします。
My Porsche アプリは 47 ヶ国、25 の言語で使用できます。アプリの機能範囲はモデル、モデルイヤー、国によって異なることがあります。アプリは Apple App Store と Google Play Store で無料でダウンロードでき、継続的に拡張と最適化が行われています。
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